












が一九五五年八月二日に、コネティカット州の州都ハートフォードで死去してから既 五十九年経ったが、彼の作品が依然として、というより近来益々、瑞々しく重厚な輝きを放ち続けている秘密は何だろう。アメリカ詩が、最も多方面に亙って強烈な実験性を発揮した時期にあって、彼が、中でも殊更激しい前衛 と旺盛な実験精神の持ち主であったこと、その詩が、甚だ難解な独自の表現法を有していること、などもさることながら、彼が、詩とは何か、芸術とは如何なるものかを絶えず自らの詩作行為と詩作品そのもの において 真摯に熾烈に考え続けた詩人であったことが、その変らぬ新鮮さの要因に大きく与っている
う。
彼の四冊目の詩集『世界の部分』



























































































































































































































































































































































































の雑誌その他の小雑誌に若干 作品は発表していたが 最初の詩集『足踏みオルガン』を出版し 時には四十四歳で


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































うことである。浪漫的なも は非常にしばしば、蔑んだ意味で言及されるけれど 、この意味は浪漫的なもの一般に はなく
　
浪漫的なものの中で 気の

























































































































orld’ （ 「世界」 「世間」 「 ［この］世」 「世の
中」 ）が三十三回、
‘





















































































































































































































































































































































escription is an elem



























































































































































































































































































































































Les idées sont 
destinées à être deform
ées à l’ usage. R






































he Letters of W







































he Later Years, 1923
―1955, N
ew
 York: B
eech 
T
ree B
ooks. 1988.
『アデイジア』は、かつて隔月刊の小さな同人歌誌『楡
E
L
M』
の第
35～
39号（一九八九年三月～十一月）に、五回にわたって連
載された拙訳を改めて吟味修正したもので、これを以って拙訳の決定稿にすること、及び本稿の前半部には同誌第
3号（一九八四
年一月）の拙稿「現代英米詩覚え書㈢」を補加修正して適宜組み込んだこと、をお断りする。
